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☆はじめに☆

今年の夏は一時期、猛暑のことばがそのままあてはまる日が続きましたが露お盆

を過ぎるあたりから雨の降る貝が多くなって、例年のような残暑らしくありません

でした。今はもう朝夕心地よい涼風が吹いて、重く垂れ下がる稲穂が風にゆれて､

この結果調に進みましたので、

を中心号こ報告します≦

☆発掘調査だより☆

〈調査完了〉
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F~現場は7月中頃に調査が終了しましたので、調査綾果を報告します。前回の「乙

貞｣で紹介しましたが、7世紀頃の霧識葦職棟のうち3棟は規模が大きく豪族
の住居と考えられます。また2棟は倉庫跡で住居の近くに米や農具、武器を収納し

たと考えられます｡これらの建物の他に、4世紀頃(古墳時代前期)の識建議
1棟確認されましたが､土器が入った大きな圭嚢と切り合っていて住居の形､大
きさは不明瞭です。この他にも、同じ時期の土器の入った大きな土壌が2ケ所みつ

桑て用の穴ではないかと考えられます。かつており、ゴミ

2吉身西遺跡

7月初旬から県立成人病センターの南西側、歯科医院の南隣で倉庫建築に先立宅

て約500㎡を発蔦掘調査しました。、

この一帯は弥生時代中期から後期にかけての集落や識が検出されており、今回
の調査でもこの時期の資料の追加を期待したところです。結果は旧耕土の直下で、
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弥生時代の竪穴住居、ピヅド､:溝状通構も生擬が検出されましたら､特にみつかった

遺構の中で注目されるのは竪穴住居跡で､篭直径Ilmの規模をもった固形竪穴住括で

す｡住居内には中央に直径7伽の儲があって､Jその周囲に5本分だけ主柱穴が確
認された｡また外周の壁下には幅別c瓜深さ5～lOcraの細い溝が巡っており、さら

にとの溝の帥cm内側にも同様の溝があって､建て替えの行われたことがうかがえま

す。検出された認分の西北端では土器菰4個体分まとまって出土し、この土器から

弥生時代後期（約1800年前）iの住居であることがわかりました6士：ジザ:

吉身西遺跡ではこれ主でに方形《~辺5m前後)雨五角形の竪穴住居がみつかっ

ており、弥生時代の集落跡が広く分布しています。これらの中では円形の住居は初

めてであり、､まだぞの規模が極めて大きくす:県内最大であることから､このムラの

震が住いしたものと考えられますか；に“
"*r.>">

3吉身西遺跡r
‘．','''･'』'｡‘i,’',．

、食糧事務所の東にあたる守山町字中道に
；．’’‘‘

おいて､I店舗併用住宅の菖藻に先立つ調査

誌撫無蓋懸垂餅
たd重機にて旧耕土を掘削したところ､鳥や

i11’..‘--

の直下で黄灰色粘土を地山として土壌1基

ピット7穴、溝1条と掘立柱建物1棟を検

出しました古このうち掘立柱建物は調査区
一一二一二急畠.-歪.‐‐二三『~己．、．＝．‐毒ゴ

外へ広がることが予想されたため、確認を

しましたが、ピットは検出したものの建物～‐

を構成するものでなかったため､灘1間
勝4間の建物であることがわかりまじ崎ﾐ源
この柱穴内の3ケ所には暮蒲§比較的良好
な状態で残っていました｡遺物は柱穴内よ一
り須恵器の孫蓋や壬師器など､#量でしたiい
が出土しており、古墳時代後期と考えられ

:ます。へいふ‘ざ:！〃!いいぃ-：．；：．．ます。、札:：‘ユ：い抑’型!:;-j・’；､｡Y坐:ti町ぶ〃…

、；i・に一が邪辻息3吉三男令画誼童捉亦遥壁右辱＝f三面区I

_＜調:査中-≦）ノ〃区:急ゾ

に4縮遺跡に”ふご兎いい；いぺ､峨辿:で：:：
川田遺跡は工場増設に伴いも:昭和61年かIド叫簡,:L…い

､…薦f_らほぼ継続して調査を実施しています。謀:八iン'ぃ､可汗‘一“
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これまでに馬型埴輪や人物埴輪調出土した飾方後田境や江戸時代に野洲川の漂水で

流出したと伝えられる灘の一部がみつかつなぽす｡:にプニ
J今回の調査では鎌倉時代〈約8N年前)の屋敷跡が発見毒れました。屋敷は前回
の調査成果と合わせると南北40m以上､;東西45m以上の敷地をもち､その内に主屋
や倉庫などの建物と井戸があることがわかりましたb井戸は5基みつかっていて、

いずれも鯛(薄い板を桶状に丸めたもの”球だめとして底に据えられていまし
た｡井戸や溝からは土師器小皿や黒色土灘などの日常雑器を中心に､釘やのみ、
刀などの鉄製慨識K魚網のおもり)’1など当時の生活用品がたくさんみつかりま
した6いい"IⅢ;･寿r津心(｣に津ﾓﾊ､j:耐､界い』同卯報氾栖(ぃ

蕊皇今回発掘された屋敷跡の東側約60mには前夜回の調査で別の屋敷跡がみつかって

いて、当時は家が比較的離れて建っていたことがわかります｡:家と家の間は畑など

に利用され､~そ号の回りには水田が広がっていたのでしょう。
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7月中旬より播磨田町地先で土地区画整理事業に先立ち、約70帥㎡を対象に発掘

三調査を進めています6酒寺遺跡は弥生~古墳時代にかけての集落遺跡と考えられて

いて､昭和59年度に行われた調査では弥生時代後期の竪穴住愚:諦繍毒が検出
されています。今回は道路部分の調査ですが、面積も広く、酒寺遺跡の全体の広が

りがとらえられるものと期待されています｡‘現在《近世の溝や士擬力喉出されてい

る他､弥生～古墳時代初頭の方形周溝墓や溝跡土壌がみつかづています。方形周
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5マ酉寺量登跡第5ト’一二〆チミ童構平屈面区I

蔭墓は一辺10m程の大きさで､5基検出されていて､土師器や弥生土器､蓋塗の芙
鱗努瀞などが出土しています｡この方形周溝墓に切られた方形の錨からは善
やなつめ玉などの玉類が古式士闘i器と伴出していて、古墳i寺代前期の玉生産を考

る上で重要な資料となるでしょう。－
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今年4月より実施してし､る古高町下長遺跡の発掘調査は､4ケ月を経て妾くの成

畏を収めつつあります｡平成元年度調査予定醇劉0､咽蕊”描圭ﾓ響4,0側㎡
を終了しましたので、いわば前半の調査をまとめて報告したいとおもいます。

今年の調査対象地は、古高工業団地の道路向いにあたる新しい二E場建設地で面積

饗董議難磯蓑蕊蕊講／:ﾛ巳p,ｳQP-，r'､'-'~-午

震．ピットやそれに伴う土器･石器､弥鎚確期の掘雄建物･士撚古墳時代
・‘,、．‘、‐‘‐‘‘.、’d－1：i，3％‐グー.：《．.．、〃、.‘‐1.岸_‐．・,"さ［‐？′．‐‘‘．、‐

前～中期の竪穴住居・掘立柱建物・土壌・溝と土器・金属器ご石製品・木器、平安

寺代中期の掘立柱建物・土壌・ピットと土器、そして調査区域の真ん中を東西方向
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l吉身西遺跡現地説明会風景

3川田遺跡現地説明会風景
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☆ 夏季特別展終言

去る8月13日より20日まで

の8日間開催しました特別展

は、期間中約400人余の来観

者がありました。今回は野洲

郡内から出土した文字資料の

展示をし、･パネルによって説

明を行い、奈良時代の野洲郡

を知考ていただこうとしたも

ので筑見学者は実物を目の

前にしてガラスごしにじっく

りとなぷあて̂ -5Aも少なく
ありませんでした。．

’最終日の20日には､奈良国

慧雪驚重野篤二

☆お知らせ☆

今号でも掲載しました下長遺跡では、下記の通り現地説明会を予定しています。

5月の調査開始以来、縄文時代から古墳時代までにわたる遺構、遺物がみつかり、

､多くの成果をあげることができましたので、多数の参加をお待ちしています。

記

日時9月16日(士）午後1時30分～

雨天の場合は17日（日）に同時刻で行います。

基交通JR寄山駅東口より近江バス古高線｢古高工業団地｣下車すぐ
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